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新しい保険証は
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国民健康保険証の見本

H20．3．17

国
保
　
国
民
健
康
保
険
正
の
更
新
に
つ
い
て

4
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
を
3
月
下
旬
に
世
帯
の
加
入
者
全
員
分

を
同
封
し
て
配
達
記
録
郵
便
で
各
家
庭
に
送

付
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
住

所
・
氏
名
な
ど
記
載
内
容
を
確
認
し
て
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
証
が

届
か
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
保
医

療
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

世
帯
は
、
短
期
被
保
険
者
証
ま
た
は
、
資
格

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
再
交
付
に
は

身
分
証
明
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
証
の
再
交
付
を
受
け
る
場

合
に
は
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
身
分
を
証
明
す
る
も
の
（
顔
写
真
入
り
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
者
は
、
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族
と

し
、
そ
れ
以
外
の
方
の
場
合
は
、
委
任
状
と

申
請
者
（
窓
口
に
来
た
人
）
の
身
分
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
同
居
し
て
い
て

も
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
説
は

納
期
内
に
細
め
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
は
、
私
た
ち
の
医
療
費

な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
必

ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
る
意
思
は
あ
っ
て
も
失
業
や
病
気
な

ど
の
事
情
で
納
付
が
困
難
な
方
は
、
分
割
納

税
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

間
合
先
保
険
証
に
関
す
る
こ
と

市
民
生
活
課
　
国
保
医
療
担
当

国
保
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
　
収
納
担
当


